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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コポリアミド粉末を使用してその都度の粉末層の領域を電磁エネルギーの入力によって
選択的に溶融させて積層式に工作する三次元の部材の製造方法において、
　前記粉末が、ラウリンラクタム、デカンジアミンおよびドデカン二酸からなるモノマー
構成要素を使用して製造されたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記粉末が、ラウリンラクタム５０～９８部並びにデ
カンジアミン及びドデカン二酸２～５０部を使用して製造されたことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記粉末が、ラウリンラクタム７５～９８部並びにデ
カンジアミン及びドデカン二酸２～２５部を使用して製造されたことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記粉末が、ラウリンラクタム８５～９８部並びにデ
カンジアミン及びドデカン二酸２～１５部を使用して製造されたことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記粉末の製造を、モノマー構成要素
　－　ドデカン二酸と、
　－　デカンジアミンと
を等モル割合で使用して実施することを特徴とする方法。
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【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末のＢＥＴ表面積が
８ｍ2／ｇ未満であることを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末のＢＥＴ表面積が
５ｍ2／ｇ未満であることを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末のＢＥＴ表面積が
３ｍ2／ｇ未満であることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の溶融エンタルピ
ーが９０Ｊ／ｇより大きいことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の溶融エンタルピ
ーが９５Ｊ／ｇより大きいことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の溶融エンタル
ピーが１００Ｊ／ｇより大きいことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の平均粒径Ｄ５
０は、３０～７０μｍであることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１から１２までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の平均粒径Ｄ５
０は、３２～６０μｍであることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１から１３までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の平均粒径Ｄ５
０は、３５～５０μｍであることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１から１４までのいずれか１項に記載の方法において、前記コポリアミドの溶液
粘度は、１．４～２．３であることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載の方法において、前記コポリアミドの溶液
粘度は、１．５～２．１であることを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１から１６までのいずれか１項に記載の方法において、前記コポリアミドの溶液
粘度は、１．５５～１．９であることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１から１７までのいずれか１項に記載の方法において、前記粉末の嵩密度は、３
００～６００ｇ／ｌであることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１から１８までのいずれか１項に記載の方法において、コポリアミド粉末の融点
は、１７０～１８４℃であることを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１から１９までのいずれか１項に記載の方法において、コポリアミド粉末の融点
は、１７５～１８４℃であることを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項１から２０までのいずれか１項に記載の方法において、前記のコポリアミド粉末
の融点は、１７０～１８４℃であり、かつ同時にＢＥＴ表面積は、８ｍ2／ｇ未満であり
、かつ溶融エンタルピーは、８８Ｊ／ｇより大きいことを特徴とする方法。
【請求項２２】
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　請求項１から２１までのいずれか１項に記載の方法において、前記コポリアミドを好適
な溶剤中に温度を作用させつつ溶解させ、引き続き沈殿させることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　請求項１から２２までのいずれか１項に記載の方法で使用されるコポリアミド粉末であ
って、該粉末が、ラウリンラクタム、デカンジアミンおよびドデカン二酸からなるモノマ
ー構成要素を含有し、
　前記コポリアミド粉末の融点は、１７０～１８４℃であり、かつ同時にＢＥＴ表面積は
、８ｍ2／ｇ未満であり、かつ溶融エンタルピーは、８８Ｊ／ｇより大きいことを特徴と
するコポリアミド粉末。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のコポリアミド粉末を使用し、請求項１から２２までのいずれか１項
に記載の方法によって製造される成形体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造されたコポリアミド粉末の組成物、製造及び成形法において用いる使用並
びにまさに前記粉末を使用して粉末層の選択的な領域を溶融して積層式に工作する方法に
よって製造される成形体に関する。予め層毎に溶融させた領域の冷却及び凝固後に、前記
成形体は前記粉末床から取り出すことができる。
【背景技術】
【０００２】
　プロトタイプ（Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ）の素早い供給が、最近では頻繁に課せられる課題
である。特に適するのは、粉末形状の原材料を基礎として工作され、この際積層式に、選
択的な溶融及び凝固によって所望の構造体を製造する方法である。オーバーハング及びア
ンダーカットでの支持構造はこの際断念されることがある。それというのも、この溶融領
域を取り囲む粉末床は十分な支持作用を提供するからである。同様に、支持を取り除くた
めの後処理は省かれる。前記方法は、小規模生産の製造にも適する。
【０００３】
　前記積層式に工作する方法の選択性はこの際、例えばサセプタ（Ｓｕｓｚｅｐｔｏｒ）
、吸収剤、抑制剤の施与によりもしくはマスクにより、又は集束化したエネルギー導入、
例えばレーザー線によるエネルギー導入により、又はガラス繊維により行うことができる
。前記エネルギー導入は、電磁線を介して達成される。
【０００４】
　以下に、本発明によるコポリアミド粉末の使用によって本発明による成形体を製造でき
る幾つかの方法を記載するが、本発明はそれらに制限されるべきでない。
【０００５】
　ラピッドプロトタイピングの目的にとりわけ良好に適する方法は、選択的レーザー焼結
である。この方法では、プラスチック粉末がチャンバ内で選択的に短時間、レーザ線で照
射され、これにより、レーザ線により衝突される粉末粒子が溶融する。この溶融した粒子
は互いにリンクし合って、かつ迅速に凝固して、再び固形の材料を形成する。常に新しく
設けられた層に繰り返し照射することにより、この方法を用いると、三次元の物体を簡単
かつ迅速に製造することができる。
【０００６】
　粉末状のポリマーから成形体を製造するためのレーザ焼結（ラピッドプロトタイピング
）の方法は、特許明細書ＵＳ６１３６９４８号及びＷＯ９６／０６８８１号（両者共にＤ
ＴＭ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）に詳しく説明されている。多くのポリマー及びコポリマ
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ー、例えばポリアセタート、ポリプロピレン、ポリエチレン、イオノマー及びポリアミド
がこの用途のために特許請求されている。
【０００７】
　その他の良好に適した方法は、例えばＷＯ０１／３８０６１号に記載されたＳＩＶ方法
、又はＥＰ１０１５２１４号に記載された方法である。両者の方法は粉末の溶融のために
平面式赤外線加熱を用いて処理する。溶融の選択性は、第一の方法の場合には抑制剤の施
与により、第二の方法の場合にはマスクにより達成される。更なる方法はＤＥ１０３１１
４３８号に記載されている。前記方法の際には、溶融のために必要なエネルギーを、マイ
クロ波発生器により導入し、この選択性をサセプタの施与により達成する。
【０００８】
　更なる適した方法は、例えばＤＥ１０２００４０１２６８２．８号、ＤＥ１０２００４
０１２６８３．６号及びＤＥ１０２００４０２０４５２．７号に記載されているような、
粉末中に含まれているか又はインクジェット法により施与される吸収剤を用いて工作する
方法である。
【０００９】
　前記のラピッドプロトタイピング方法又はラピッドマニュファクチャリング方法（ＲＰ
方法又はＲＭ方法）のためには、粉末形状の基材、特にポリマー、有利にはポリエステル
、ポリ塩化ビニル、ポリアセタール、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリスチレン、ポ
リカーボナート、ポリ－（Ｎ－メチルメタクリルイミド）（ＰＭＭＩ）、ポリメチルメタ
クリラート（ＰＭＭＡ）、イオノマー、ポリアミド、又はこれらの混合物から選択される
ポリマーを使用してよい。
【００１０】
　ＷＯ９５／１１００６号において、レーザー焼結に適したポリマー粉末が記載され、前
記ポリマー粉末は、１０～２０℃／分の走査速度での示差走査熱量測定を介した溶融挙動
の測定の際に、溶融ピーク及び再結晶ピークの重なりを示さず、同様にＤＳＣにより測定
された結晶化度（Ｋｒｉｓｔａｌｌｉｎｉｔａｅｔｓｇｒａｄ）１０～９０％を示し、数
平均分子量Ｍｎ３００００～５０００００を有し、かつこの商Ｍｗ／Ｍｎは１～５の範囲
にある。
【００１１】
　ＤＥ１９７４７３０９号は、増加した溶融温度及び増加した溶融エンタルピーを有する
ポリアミド１２－粉末の使用を記載し、前記粉末は、前もってのラウリンラクタムの開環
及び引き続く重縮合により製造されるポリアミドの再沈殿（Ｕｍｆａｅｌｌｕｎｇ）によ
り得られる。これは、この際ポリアミド１２である。前記の沈殿粉末の利点は、薄層の施
与のために好ましい粒子形状と、層を構成する成形法における溶融物と粉末の良好な分離
である。
【００１２】
　ＥＰ０３７６９３５１号において、レーザ焼結で使用するための低いＢＥＴ表面積を有
する１成分ポリアミド粉末が記載されている。その場合に、低いＢＥＴ表面積は、機械的
後処理によって、例えば高速運転ミキサ中での機械的後処理によって達成される。
【００１３】
　ＤＥ１０２００４０１０１６０号Ａ１においては、成形法におけるコポリマーを有する
ポリマー粉末の使用が記載されている。そのコポリマーは、極めて種々のモノマー構成要
素からなる熱可塑性の統計コポリマーである。コポリエステルについては、特定の組成に
ついて述べられずに、モノマーが例示されている。該コポリマーは、１～１０ｇ／１０分
のＭＦＲ値を有する。前記コポリマーから製造される粉末は、もっぱら冷間粉砕によって
得られる。
【００１４】
　工具を不要とする方法でポリマー粉末を加工する場合に、いわゆる反りを回避するため
に、作製空間もしくは作製室中の温度をできるかぎり一様にポリマー性の原材料の融点未
満ぎりぎりの水準に保持せねばならないという試練がある。非晶質ポリマーの場合には、
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ガラス転移温度未満ぎりぎりの温度を意味し、部分晶質ポリマーの場合には、微結晶溶融
点未満ぎりぎりの温度を意味する。反りとは、既に溶融された領域の歪みを意味し、それ
は少なくとも部分的に作製面から突出をもたらす。そのため、後続の粉末層を、例えばド
クターブレードもしくはローラによって施与する場合に、突出している領域がずれるか又
はそれどころかそっくり引き離される危険性がある。それにより、該方法のために、結果
として、作製空間温度を全体として比較的高い水準に保持せねばならず、係る方法で製造
される成形体の冷却と結晶化により引き起こされる体積変化が多大となる。とりわけ、そ
の冷却過程を通じて、まさにその"ラピッド"法に関して些細とは言えない時間が必要とな
る。
【００１５】
　部分晶質のサーモプラストの掌握が困難な性質は、多くの場合にその結晶化度か、それ
により引き起こされる溶融物からの冷却の間の体積変化である。非常に面倒で厳密な温度
操作によって個々の層の結晶化度による体積変化を十分に一様化することはできるが、結
晶化により引き起こされる任意に構成された三次元成形体の体積変化はその成形体にわた
り一様ではない。例えば、結晶性構造の形成は、成形体の冷却速度に依存し、その冷却速
度は、種々の厚さの箇所又は複雑な箇所では、成形体の他の箇所とは異なる。他方で、溶
融される領域とその周囲との間の良好な区切りを可能にするために高い溶融エンタルピー
が必要となり、それは、部材の形状忠実性に決定的に寄与する。
【００１６】
　商業的に使用でき最も用いられるホモポリアミドであるポリアミド１２粉末に関して不
利なことは、更に、粉砕粉末又は溶液中での重合によって得られた粉末と比較して比較的
高いＢＥＴ表面積である。その高いＢＥＴ表面積は、該粉末の粗悪な流動性をもたらし、
それは好適な流動助剤の添加によって対処することができるものの、それによって狭めら
れた加工ウィンドウ（Ｖｅｒａｒｂｅｉｔｕｎｇｓｆｅｎｓｔｅｒ）などの欠点が生じ、
これは不確実な方法をもたらし、ラピッドマニュファクチュアリングのためにはむしろ反
生産的である。高いＢＥＴ表面積は、更に部材の歪みに悪影響を及ぼす。粉砕によって得
られる低いＢＥＴ表面積を有する粉末、例えば同様に商業的に利用されるポリアミド１１
などの粉末は、角張った粒子を有し、その形状は同様にプロセス安全性のために不利であ
る。
【００１７】
　非晶質のサーモプラストの欠点は、融点もしくはガラス転移温度よりも明らかに高いと
きだけ溶け合うことが可能にすぎない高い粘度である。しばしば、非晶質のサーモプラス
トを用いて上述の方法により製造された成形体は、それゆえ比較的多孔質であり、単に焼
結ネックが形成されるだけであり、個々の粉末粒子は成形体中でなおも認識可能である。
しかしながら、粘度低下のためにエネルギー入力を高めると、形状忠実性の問題が引き起
こされ、例えば溶融すべきものから周辺領域への熱伝導によって成形体の輪郭は不鮮明に
なる。
【００１８】
　この理由から、非晶質及び部分晶質のポリマーに一般的な先に詳説された特性の厳密に
調節可能な混合物が要求されている。残念ながら、先行技術のコポリマーはこの要求を満
たしていない。
【００１９】
　今までに文献に記載されていたコポリマー、特にコポリアミドについて、工具を不要と
する成形法で使用するための欠点は、組成によって融点の低下を達成できることであるが
、詳しくは少なくとも１つの芳香族のモノマー構成要素を使用することによって加工性と
収縮が結果として容易となる。それは、低減された結晶化度によって引き起こされるので
、もはや微結晶融点は、固体から液体への遷移ではなく、ますます流動的であり、コポリ
マーの組成に依存しているガラス転移を説明する。芳香族のモノマー構成要素は、例えば
テレフタル酸もしくはイソフタル酸であってよい。しかしながら、対抗手段において、溶
融物の粘度は、前記の芳香族成分によって大きく高められ、これは粉末粒子の溶け合いを
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困難にする。従って常に、競合する目標特性の間で妥協を見出さねばならない。更に、通
常のコポリマーからなる粉末は沈殿されえないので、例えば冷間粉砕などの他の方法によ
って得ねばならない。しかし、その場合に、加工方法に悪影響を及ぼす角張った粒子が得
られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２０】
【特許文献１】ＵＳ６１３６９４８号
【特許文献２】ＷＯ９６／０６８８１号
【特許文献３】ＷＯ０１／３８０６１号
【特許文献４】ＥＰ１０１５２１４号
【特許文献５】ＤＥ１０３１１４３８号
【特許文献６】ＤＥ１０２００４０１２６８２．８号
【特許文献７】ＤＥ１０２００４０１２６８３．６号
【特許文献８】ＤＥ１０２００４０２０４５２．７号
【特許文献９】ＷＯ９５／１１００６号
【特許文献１０】ＤＥ１９７４７３０９号
【特許文献１１】ＥＰ０３７６９３５１号
【特許文献１２】ＤＥ１０２００４０１０１６０号Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　従って、本発明の課題は、工具を不要とする成形法において、整合しない特性である低
いＢＥＴ表面積と、丸い粒形と、微結晶融点よりぎりぎり高い温度での低い粘度とが相容
れて、同時に高い溶融エンタルピーを有するポリマー粉末を使用可能にすることであった
。この加工方法はこの際、積層式に工作する方法であって、それぞれの粉末層の選択的領
域が、電磁エネルギーを用いて溶融され、かつ冷却により結合させて所望の成形体とする
方法である。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　ここで、驚くべきことに、本願特許請求の範囲に記載したとおりの、モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造された特定のコポリアミド粉末を、その都度の粉末層の選択的な領域で溶
融される積層式に工作する方法で使用することによって、低い作製室内温度で加工される
にもかかわらず、該ポリマーの非常に低い粘度を利用でき、かつ該粉末から製造される成
形部材の形状忠実性が良好であることが判明した。それは高い部材密度で、同時に容易な
加工性と低い収縮において堆積する。その場合にプロセス安全性は、極めて高い。
【００２３】
　従って、本発明の対象は、特定のコポリアミド粉末を、積層式に工作し、かつその都度
の層の選択的な領域が溶融される、工具を不要とする成形法において用いる使用であって
、前記粉末が、モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造された少なくとも１つのコポリアミドを有することを特徴とする使用であ
る。
【００２４】
　有利には、本発明による使用におけるコポリアミド成分のためのモノマー構成要素とし
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ては、５０～９８部の、特に有利には７５～９８部の、殊に有利には８５～９８部のラウ
リンラクタム又はω－アミノウンデカン酸が使用される。
【００２５】
　有利には、モノマー構成要素である二酸及びジアミンはコポリアミド成分において同じ
部で使用される。全体として、最後の２種のモノマー構成要素の割合は、一緒になって、
粉末組成物のコポリアミド成分の２～５０部である。
【００２６】
　更に、本発明の対象は、その都度の粉末層の選択的な領域を電磁エネルギーの導入によ
って溶融させる積層式で工作する方法によって製造された成形体であって、該成形体が、
モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造されたコポリアミド粉末を有することを特徴とする成形体である。
【００２７】
　有利には、本発明による使用におけるコポリアミド成分のためのモノマー構成要素とし
ては、５０～９８部の、特に有利には７５～９８部の、殊に有利には８５～９８部のラウ
リンラクタム又はω－アミノウンデカン酸が使用される。
【００２８】
　有利には、モノマー構成要素である二酸及びジアミンはコポリアミド成分において同じ
部で使用される。全体として、最後の２種のモノマー構成要素の割合は、一緒になって、
粉末組成物のコポリアミド成分の２～５０部である。
【００２９】
　以下に、コポリアミド粉末並びに本発明によるその使用を説明するが、ただし本発明は
これに制限されるものではない。
【００３０】
　本発明による方法での特定のコポリアミドの使用によって、驚くべきことに、上述の競
合する特性の間にすきが見られる。コポリアミド（ホットメルト）は、一般に、少なくと
も１つの芳香族のモノマー構成要素から製造されるため、難流動性であり、また高結晶性
でない。重縮合における
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
の使用は、非常に特定の特性を有するコポリアミドをもたらす。ＩＳＯ１８７４による命
名法によれば、その場合には、モノマー構成要素に応じて、名称ＰＡ１２／１０１２、Ｐ
Ａ１２／１２１２、ＰＡ１１／１０１２、ＰＡ１１／１２１２、ＰＡ１１／１０１０、Ｐ
Ａ１２／１０１０、ＰＡ１１／１２１０、ＰＡ１２／１２１０を有するコポリアミドであ
る。重縮合によって得られるコポリアミドは、統計的構造を有している。
【００３１】
　使用成分に応じた、ポリアミド１２に典型的な１７６℃未満の融点あるいはポリアミド
１１に典型的な１８６℃未満の融点と、同時に該コポリアミドの高い結晶化度は、驚くべ
きほど本発明による方法によい影響を及ぼす異例の特性組み合わせである。予想されない
利点は、記載されるコポリアミドから沈殿法によって微細な粉末が得られることにある。
【００３２】
　その沈殿法では、特定のコポリアミドは、溶剤、有利には１～３個の炭素原子を有する
アルコール、好ましくはエタノール中に、高められた温度及び圧力下で溶解され、引き続
き溶液の意図した冷却によって沈殿される。その場合に、冷却は一様であるか、又は段階
的に異なる速度で行うことができる。当業者は、好適な条件を容易に試験において決定す
ることができる。好適な沈殿法は、例えばＥＰ８６３１７４号及びＤＥ２９０６６４７号
に記載されており、その際、その手法はそれにより制限されるべきでない。
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【００３３】
　コポリアミド粉末という概念は、本願発明の詳細な説明においては、該粉末が特定のコ
ポリアミドを有するが、また充填剤もしくは助剤又は別のポリマーなどの他の成分も付加
的に該粉末中に含まれていてよいことを表す。
【００３４】
　沈殿によって得られる特定のコポリアミド粉末は、沈殿法で狭く微細な粒子分布と同様
に、実質的にジャガイモ形もしくは丸形の粒子形状も調整でき、かつラウリンラクタムが
使用される場合に１７０～１８４℃、有利には１７５～１８４℃の融点（結晶化融点）が
、ω－アミノウンデカン酸が使用される場合に１８０～１９３℃、有利には１８５～１９
３℃の融点が調整できる点で優れている。
【００３５】
　特定のコポリアミド粉末の溶融エンタルピーは、有利には９０Ｊ／ｇより大きく、特に
有利には９５Ｊ／ｇより大きく、殊に有利には１００Ｊ／ｇより大きい。この溶融エンタ
ルピーは、同時に、沈殿法によって丸形の粒子形状及び８ｍ2／ｇ未満のＢＥＴ表面積で
調整されるので、有利には上記の成形法で使用できる無類の特性組み合わせが生ずる。
【００３６】
　種々のパラメータは、ＤＳＣ（示差走査熱量測定）を用いて、ＤＩＮ５３７６５により
又はＡＮ－ＳＡＡ０６６３により測定した。この測定は、Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　Ｄ
ＳＣ　７を用いて、パージガスとして窒素を、そして加熱速度並びに冷却速度２０Ｋ／分
を用いて実施した。前記測定範囲は－９０～＋２５０℃であった。
【００３７】
　こうして得られた粉末のＢＥＴ表面積は、一般に１～８ｍ2／ｇ、有利には１～５ｍ2／
ｇ、殊に有利には１～３ｍ2／ｇである。平均粒径は、有利には３０～７０μｍ、好まし
くは３２～６０μｍ、特に有利には３５～５０μｍである。嵩密度は、一般に、流動助剤
の添加なしで、３００～６００ｇ／ｌである。
【００３８】
　ＤＩＮ５３７２７による０．５％クレゾール溶液中での溶液粘度は、本発明によるポリ
アミド粉末の場合には、１．４～２．３、特に有利には１．５～２．１、殊に有利には１
．５５～１．９である。該粉末は、意図して異なる粘度を有する成分からなる混合物を有
してもよい。該コポリアミドは、更に、調節されていなくても、部分的に調節されていて
も、又は調節されていてもよく、その際、該ポリアミドのために技術水準により公知の調
節剤を使用することができる。本発明によるコポリアミドを有する粉末は、２もしくはそ
れより多くの異なる調節成分並びに他の充填剤及び助剤を有してもよい。
【００３９】
　特定のコポリアミドを有する粉末の本発明による使用は、驚くべきことに、良好なプロ
セス特性及び部材特性をもたらす。異なる目標特性の間の前記の妥協は回避され、かつ以
下に説明されるべき驚くべき可能性をもって完全に新しいプロセス分野にある。
【００４０】
　粘度が非常に低いので、非常に平滑な溶融物膜が、作製室内でその融点未満ぎりぎりま
で適度に予熱した場合に生ずる。良好な溶融物の延びは、相応の材料から射出成形された
成形部材の密度に近い密度にある成形体をもたらす。その結晶化度は、選択的なエネルギ
ー入力によって溶融された領域と溶融されていない領域との間の良好な境界分けをもたら
す。エネルギー入力は、予定輪郭の外に不所望な成形体の"成長"が、例えば熱伝導によっ
て生じないように、必要な溶融物の延びに合わせることができる。本発明による方法での
コポリアミド粉末の使用は優れており、自動的な進行をたやすく可能にする。
【００４１】
　最適な加工のためのパラメータは、当業者により簡単に見つけ出すことができる。該コ
ポリアミド粉末は、より高いプロセス安全性をもって作業できる。それというのも、その
加工ウィンドウは、驚くべきことに、目下商業的に利用できるポリアミド１１もしくは１
２の粉末の場合よりも明らかに大きいからである。リサイクル性は、技術水準による粉末
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に対して改善されている。沈殿によるポリアミド１１もしくはポリアミド１２の粉末に対
してより低い融点の沈殿によるコポリアミド粉末は、一方でプロセスにおいて僅かなエネ
ルギーしか必要とせず、他方で、前記のような収縮及び形状忠実性などの問題が緩和され
る。加熱と冷却に必要な時間は低減される。
【００４２】
　本発明による方法に従って製造された本発明による成形体は、更に白色の固有色を有す
る。
【００４３】
　該コポリアミドは、Ｃ１１－もしくはＣ１２－ラクタムあるいはω－アミノカルボン酸
と、上述のＣ１０－もしくはＣ１２－ジアミン及び－ジカルボン酸とを、ほぼ等モル比で
技術水準に従って製造される。本発明によるものでない粉末は、それらから、技術水準に
より公知の方法に従って、例えば冷間粉砕などの方法に従って、しかしながらまた他の方
法に従っても得ることができる。本発明による粉末を得るためには、しかしながら特定の
コポリアミドが沈殿される。コポリアミド造粒物は、高温の溶剤、例えばエタノール中に
溶解され、引き続き沈殿させ、本発明による方法で使用するための粉末状の粒子が得られ
る。非常に大きい粒子を取り除くために、少なくとも一回の保護ふるい分け（Ｓｃｈｕｔ
ｚｓｉｅｂｕｎｇ）を引き続き実施することが望ましい。大抵は、引き続き分別を行うこ
とが合理的である。好ましくは、該コポリアミド粉末は、３０～７０μｍ、特に有利には
３２～６０μｍ、殊に有利には３５～５０μｍのＤ５０にある。粒子分布は、その場合に
比較的狭い。比率Ｄ１０／Ｄ９０についての典型的な値は、１：２～１：１０、有利には
１：２～１：５である。
【００４４】
　粒子の丸み付けと比表面積の減少と、ひいてはより薄層での良好な施与性のための、Ｅ
Ｐ０３７６９３５１号に記載されるような、例えば高速運転ミキサにおける機械的な後処
理は、本発明によるコポリアミド粉末の場合には不必要である。ＢＥＴ表面積は、本発明
によるコポリアミド粉末の場合には、１～８ｍ2／ｇ、有利には１～５ｍ2／ｇ、殊に有利
には１～３ｍ2／ｇである。そのため、好ましい低いＢＥＴ表面積を、前記の付加的な製
造工程なくして調整することもできる。
【００４５】
　本発明による方法において使用するための特定のコポリアミドを有する粉末は更に、助
剤及び／又は充填剤及び／又は更なる有機又は無機の顔料を有してよい。係る助剤は、例
えば流動助剤、例えば沈殿及び／又は熱分解シリカであってよい。熱分解シリカは、例え
ば製品名アエロジルで、様々な仕様でもってＤｅｇｕｓｓａ　ＡＧから購入される。有利
には、ポリマー粉末は、３質量％より少ない、有利には０．００１～２質量％、とりわけ
有利には０．０５～１質量％の前記助剤を、存在するポリマーの合計に対して有する。前
記充填剤は、例えばガラス粒子、金属粒子、又はセラミック粒子、例えばガラス球、鋼球
、又は金属粒、又は異物顔料（Ｆｒｅｍｄｐｉｇｍｅｎｔ）、例えば遷移金属酸化物であ
ってよい。それらは、中空に構成されていてもよい。前記顔料は、例えば、ルチル系（有
利には）又はアナターゼ系の二酸化チタン粒子又はカーボンブラック粒子であってよい。
また、炭素繊維の使用も、また粉砕された炭素繊維の使用も本願では挙げられる。
【００４６】
　前記充填剤粒子はこの際、有利には、前記コポリアミド粉末の粒子と比べて、より小さ
な又はおよそ同じ平均粒度を有する。有利には、前記充填剤の平均粒度ｄ50は、前記コポ
リアミドの平均粒度ｄ50を、２０％以下、１５％以下、特に有利には５％以下だけ上回る
ものである。前記粒度は、特に、ラピッドプロトタイピング／ラピッドマニュファクチャ
リング装置中で許容される構造高さ（Ｂａｕｈｏｅｈｅ）又は層密度により制限される。
【００４７】
　有利には、該コポリアミド粉末は、７５質量％未満、有利には０．００１～７０質量％
、特に有利には０．０５～５０質量％、とりわけ有利には０．５～２５質量％の前記充填
剤を、存在するコポリアミドの合計に対して有する。
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【００４８】
　助剤及び／又は充填剤のための上記した上限を上回る場合には、使用した充填剤又は助
剤に応じて、係る粉末を使用して製造された成形体の機械的特性の顕著な劣悪化を生ずる
ことがある。
【００４９】
　同様に、商慣習のポリマー粉末を本発明によるコポリアミド粉末と混合することが可能
である。このようにして、表面特性の更なる組み合わせを有する粉末が製造される。前記
混合物の製造方法は、例えばＤＥ３４４１７０８号を参照できる。
【００５０】
　成形体の製造に際しての溶融物の延びの改善のために、均展剤、例えば金属セッケン、
好ましくは基礎となるアルカンモノカルボン酸もしくは二量体酸のアルカリ金属塩もしく
はアルカリ土類金属塩を該粉末に添加することができる。金属セッケン粒子をコポリマー
粒子中に混加することができるが、微細な金属セッケン粒子及びコポリマー粒子の混合物
が存在してもよい。原則的に、前記の手順はＥＰ１４２４３５４号に記載されている。
【００５１】
　金属セッケンは、粉末中に存在するコポリマーの合計に対して、０．０１～３０質量％
の量で、好ましくは０．５～１５質量％の量で使用される。有利には、金属セッケンとし
て、基礎となるアルカンモノカルボン酸もしくは二量体酸のナトリウム塩もしくはカルシ
ウム塩を使用した。商業的に利用可能な製品のための例は、Ｃｌａｒｉａｎｔ社製のＬｉ
ｃｏｍｏｎｔ ＮａＶ １０１又はＬｉｃｏｍｏｎｔ ＣａＶ １０２である。
【００５２】
　加工性の改善のために、又は前記コポリマー粉末の更なる改質のために、無機の異物顔
料、例えば遷移金属酸化物、安定剤、例えばフェノール、特に立体障害フェノール、均展
助剤（Ｖｅｒｌａｕｆｓｈｉｌｆｓｍｉｔｔｅｌ）及び流動助剤、例えば熱分解シリカ、
並びに充填剤粒子を添加してよい。有利には、コポリマー粉末中でのコポリマーの総質量
に対して、本発明によるコポリマー粉末に関して挙げた、充填剤及び／又は助剤のための
濃度が維持される量で、これらの物質は前記コポリマーに対して添加される。
【００５３】
　本発明の対象は、その都度の層の選択的な領域が溶融される積層式に工作する方法によ
る成形体の製造方法において、モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造されたことを特徴とする特定のコポリアミドを有する粉末を使用する方法
である。
【００５４】
　有利には、本発明による使用におけるコポリアミド成分のためのモノマー構成要素とし
ては、５０～９８部の、特に有利には７５～９８部の、殊に有利には８５～９８部のラウ
リンラクタム又はω－アミノウンデカン酸が使用される。
【００５５】
　有利には、モノマー構成要素である二酸及びジアミンはコポリアミド成分において同じ
部で使用される。全体として、最後の２種のモノマー構成要素の割合は、一緒になって、
粉末組成物のコポリアミド成分の２～５０部である。
【００５６】
　前記エネルギーは電磁線により導入され、かつこの選択性は、例えば、マスク、抑制剤
、吸収剤、サセプタの施与、又は前記放射線の集束化により、例えばレーザーによりもた
らされる。前記電磁線は、１００ｎｍ～１０ｃｍ、有利には４００ｎｍ～１０６００ｎｍ
、又は８００ｎｍ～１０６０ｎｍの範囲を含む。前記放射線の供給源は、例えばマイクロ
波発生器、適したレーザー、輻射加熱器（Ｈｅｉｚｓｔｒａｈｌｅｒ）、又はランプ、又
はこれらの組み合わせであってよい。全ての層の冷却後、本発明による成形体を取り出し
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てよい。
【００５７】
　係る方法のための以下の実施例は説明に用いられ、本発明をこれらに制限するものでは
ない。
【００５８】
　レーザー焼結方法は十分に公知であり、かつポリマー粒子の選択的な焼結に基づくもの
であり、その際ポリマー粒子の層は短期間レーザー光に暴露され、そして前記レーザー光
に暴露したポリマー粒子は、相互に結合する。相次いで引き続く、ポリマー粒子の層の焼
結により、三次元の物体が製造される。選択的レーザー焼結の方法のための詳細は、例え
ば公報ＵＳ６１３６９４８及びＷＯ９６／０６８８１が参照されうる。
【００５９】
　その他の良好に適する方法は、ＳＩＶ方法であり、例えばこれはＷＯ０１／３８０６１
号に記載され、又はＥＰ１０１５２１４号に記載された方法である。両者の方法は粉末の
溶融のために平面式赤外線加熱を用いて処理する。溶融の選択性は、第一の方法の場合に
は抑制剤の施与により、第二の方法の場合にはマスクにより達成される。更なる方法はＤ
Ｅ１０３１１４３８号に記載されている。前記方法の際には、溶融のために必要なエネル
ギーを、マイクロ波発生器により導入し、この選択性をサセプタの施与により達成する。
【００６０】
　更なる適した方法は、例えばＤＥ１０２００４０１２６８２．８号、ＤＥ１０２００４
０１２６８３．６号及びＤＥ１０２００４０２０４５２．７号に記載されているような、
粉末中に含まれているか又はインクジェット法により施与される吸収剤を用いて作業する
方法である。
【００６１】
　選択的に領域を溶融する積層式に工作する方法によって製造された本発明による成形体
は、該成形体が、モノマー構成要素
　－　ラウリンラクタム又はω－アミノウンデカン酸と、
　－　ドデカン二酸あるいはセバシン酸のいずれかと、
　－　デカンジアミンあるいはドデカンジアミンのいずれかと
を使用して製造されたことを特徴とする少なくとも１つの特定のコポリアミドを有するこ
とを特徴としている。
【００６２】
　有利には、本発明による使用におけるコポリアミド成分のためのモノマー構成要素とし
ては、５０～９８部の、特に有利には７５～９８部の、殊に有利には８５～９８部のラウ
リンラクタム又はω－アミノウンデカン酸が使用される。
【００６３】
　有利には、モノマー構成要素である二酸及びジアミンはコポリアミド成分において同じ
部で使用される。全体として、最後の２種のモノマー構成要素の割合は、一緒になって、
粉末組成物のコポリアミド成分の２～５０部である。
【００６４】
　前記成形体は、更に充填剤及び／又は助剤（この際、コポリマー粉末のための記載が当
てはまる）、例えば熱安定剤、例えば立体障害フェノール誘導体を有する。充填剤、例え
ばガラス粒子、セラミック粒子、及び金属粒子は、例えば鉄球、又は相応する中空球であ
ってよい。有利には、本発明による成形体は、ガラス粒子、特に有利にはガラス球を有す
る。有利には、本発明による成形体は、３質量％よりも少ない、特に有利には０．００１
～２質量％、とりわけ有利には０．０５～１質量％の前記助剤を、存在するコポリマーの
合計に対して有する。同様に有利には、本発明による成形体は、７５質量％未満、有利に
は０．００１～７０質量％、特に有利には０．０５～５０質量％、とりわけ有利には０．
５～２５質量％の前記充填剤を、存在するコポリマーの合計に対して有する。
【００６５】
　前記成形体のための応用分野は、ラピッドプロトタイピング並びにラピッドマニュファ
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クチュアリングである。ラピッドマニュファクチュアリングとは、小規模生産、即ち、射
出成形用具を用いた製造が非経済的である場合の、１つより多くの同じ部分の製造を指す
。このための例は、少数のみ製造される高価値の高価な乗用車用の部材、又は、少数であ
ることに加えて利用可能な時点も重要な役割を果たすモータースポーツ用の交換用部材で
ある。本発明による部材が属する分野は、航空宇宙産業、医療技術、機械製作、自動車製
造、スポーツ産業、家庭用品産業、電気産業及び生活様式であることができる。
【００６６】
　以下の実施例は、コポリアミド粉末並びにその本発明による使用を説明するものである
が、本発明はこれらの実施例に制限されない。
【００６７】
　レーザー回折のための測定値を、Ｍａｌｖｅｒｎ社製のＭａｓｔｅｒｓｉｚｅｒ Ｓ（
バージョン２．１８）で得た。この嵩密度をＤＩＮ５３４６６による装置を用いて算出し
た。このＢＥＴ表面積はブルナウアー－エメット－テラーの原理（Ｐｒｉｎｚｉｐ ｖｏ
ｎ Ｂｒｕｎａｕｅｒ ，Ｅｍｍｅｔ ｕｎｄ Ｔｅｌｌｅｒ）による原理に従ったガス吸着
により算出される；この考慮される規格はＤＩＮＩＳＯ９２７７である。
【実施例】
【００６８】
　造粒物の製造
　参考例１：　ポリアミド１２の造粒物（調節されている）
　Ｖ４Ａ鋼製の２ｌ撹拌オートクレーブ内で、１０００ｇのラウリンラクタムと、１０．
５ｇの１，１２ドデカン二酸と、４４５ｇの水と、０．１ｇの５０％水性次亜リン酸とを
、自圧（約２２バール）下で２８０℃に加熱し、そして５時間後に３時間以内で周囲圧力
に圧力開放した。さらに２時間にわたり溶融物に窒素を導通させた。反応生成物をストラ
ンドとして排出し、造粒し、そして７０℃で乾燥させた。
【００６９】
相対溶液粘度：　　　１．６２
抽出物含有率：　　　１．２６質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７７℃
溶融エンタルピー：　　　７７Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　１１９ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　６ミリモル／ｋｇ
【００７０】
　参考例２：　ポリアミド１２の造粒物（調節されていない）
　参考例１を、ドデカン二酸を添加せずに繰り返す。圧力開放は、ここでは残留圧２．７
バールまでだけ行い、引き続き溶融物を１時間にわたりこの圧力下で平衡させる。該反応
生成物をストランドとして排出し、そして造粒する。
【００７１】
相対溶液粘度：　　　１．６２
抽出物含有率：　　　１．０５質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７８℃
溶融エンタルピー：　　　７４Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　７２ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　６５ミリモル／ｋｇ
【００７２】
　参考例３：　コポリアミド１２／１２１２－造粒物（９５：５）
　参考例１を、以下の使用物質で繰り返す：
ラウリンラクタム　　　８５１ｇ
ドデカンジアミン　　　２２．９ｇ
ドデカン二酸　　　２６．１ｇ
　排出物の特性値：
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相対溶液粘度：　　　１．７７
抽出物含有率：　　　１．２５質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７４℃
溶融エンタルピー：　　　６９Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　８４ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　３１ミリモル／ｋｇ
【００７３】
　参考例４：　コポリアミド１２／１２１２－造粒物（９０：１０）
　参考例１を、以下の使用物質で繰り返す：
ラウリンラクタム　　　８０３ｇ
ドデカンジアミン　　　４５．６ｇ
ドデカン二酸　　　５２．１ｇ
　排出物の特性値：
相対溶液粘度：　　　１．８４
抽出物含有率：　　　１．１８質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７２℃
溶融エンタルピー：　　　６５Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　７３ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　２９ミリモル／ｋｇ
【００７４】
　参考例５：　コポリアミド１２／１２１２－造粒物（８０：２０）
　参考例１を、以下の使用物質で繰り返す：
ラウリンラクタム　　　７０７ｇ
ドデカンジアミン　　　９０．４ｇ
ドデカン二酸　　　１０３．２ｇ
　排出物の特性値：
相対溶液粘度：　　　１．７４
抽出物含有率：　　　１．４３質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１６８℃
溶融エンタルピー：　　　７１Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　１０４ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　３６ミリモル／ｋｇ
【００７５】
　参考例６：　コポリアミド１２／１０１２－造粒物（９０：１０）
　参考例１を、以下の使用物質で繰り返す：
ラウリンラクタム　　　８０８ｇ
デカンジアミン　　　３９．５ｇ
ドデカン二酸　　　５２．４ｇ
　排出物の特性値：
相対溶液粘度：　　　１．５８
抽出物含有率：　　　１．２１質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７３℃
溶融エンタルピー：　　　６６Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　９ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　１４３ミリモル／ｋｇ
【００７６】
　参考例７：　コポリアミド１２／１０１２－造粒物（９５：５）
　参考例１を、以下の使用物質で繰り返す：
ラウリンラクタム　　　８５４ｇ
デカンジアミン　　　１９．８ｇ
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ドデカン二酸　　　２６．２ｇ
　排出物の特性値：
相対溶液粘度：　　　１．６６
抽出物含有率：　　　１．１９質量％
融点（ＤＳＣ）：　　　１７４℃
溶融エンタルピー：　　　６６Ｊ／ｇ
ＣＯＯＨ：　　　９ミリモル／ｋｇ
ＮＨ2：　　　１４３ミリモル／ｋｇ
【００７７】
　沈殿粉末の製造
　実施例８：　ホモポリアミド１２（本発明によるものではない）
　参考例１からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機（Ｂｌａｔｔｒｕｅｈｒｅｒ）を備えた５ｌ撹拌槽中で１
６０ｒｐｍの撹拌機回転数において１５２℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。
４０分以内で、槽内容物を１１０℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後
に、２Ｋだけ高められた内部温度で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７
５℃まで冷却し、そして乾燥（８０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００７８】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４１７ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　４３μｍ／６６μｍ／８９μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１８６℃
溶融エンタルピー：　　　１１９Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　６．８ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２８％
【００７９】
　実施例９：　ホモポリアミド１２（本発明によるものではない）
　参考例２からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１５２℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を１１
０℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温
度で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（
８０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００８０】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４３２ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　４１μｍ／６９μｍ／９１μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１８７℃
溶融エンタルピー：　　　１１４Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　７．１ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２１％
【００８１】
　実施例１０：　コポリアミド１２／１２１２（９５：５）（本発明によるものではない
）
　参考例３からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１４５℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を１０
７℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温
度で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（
８０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
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【００８２】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４１７ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　４９μｍ／７５μｍ／１１３μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１８１℃
溶融エンタルピー：　　　１１３Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　３．９ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２６％
【００８３】
　実施例１１：　コポリアミド１２／１２１２（９０：１０）（本発明によるものではな
い）
　参考例４からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１４５℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を１０
３℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温
度で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（
８０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００８４】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４２６ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　４１μｍ／６３μｍ／８６μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１７８℃
溶融エンタルピー：　　　１０４Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　３．４ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２３％
【００８５】
　実施例１２：　コポリアミド１２／１２１２（８０：２０）（本発明によるものではな
い）
　参考例５からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１４５℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を９５
℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温度
で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（８
０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００８６】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４２６ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　５２μｍ／１００μｍ／１３６μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１６９℃
溶融エンタルピー：　　　１００Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　１．６ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２１％
【００８７】
　実施例１３：　コポリアミド１２／１０１２（９０：１０）（本発明によるものである
）
　参考例６からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１４５℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を９７
℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温度
で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（８
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０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００８８】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４４０ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　３３μｍ／５２μｍ／７７μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１７８℃
溶融エンタルピー：　　　１０８Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　２．４ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２４％
【００８９】
　実施例１４：　コポリアミド１２／１０１２（９５：５）（本発明によるものである）
　参考例７からの造粒物４００ｇを、２．６ｌの９６％エタノール（２－ブタノンで変性
）を用いて、ブレード型撹拌機を備えた５ｌ撹拌槽中で１６０ｒｐｍの撹拌機回転数にお
いて１４５℃で溶解させ、この温度で７５分間保持した。４０分以内で、槽内容物を９９
℃に冷却し、この温度で６０分間保持した。約２５分後に、２Ｋだけ高められた内部温度
で確認できる発熱が静止状態となった。その懸濁液を７５℃まで冷却し、そして乾燥（８
０℃、３時間）のためにパドル式乾燥機に移した。
【００９０】
　以下の特性を有する粉末が得られた：
嵩密度：　　　４４５ｇ／ｌ
粒度分布（ｄ１０／ｄ５０／ｄ９０）　　　３４μｍ／５９μｍ／９４μｍ
溶融温度（ＤＳＣ）：　　　１８２℃
溶融エンタルピー：　　　１１８Ｊ／ｇ
ＢＥＴ表面積：　　　３．２ｍ2／ｇ
ＬＬ含有率（ＧＣ）：　　　０．２６％
【００９１】
　本発明による粉末は、前記の特徴、つまり組成、溶融エンタルピー及びＢＥＴ表面積に
おいて比較例と異なる。
【００９２】
　更なる処理及び試験
　前記の実施例からの粉末を使用して、レーザ焼結装置においてＩＳＯ３１６７による多
目的棒にした。その部材について、機械的値を、ＥＮ ＩＳＯ ５２７による引張試験によ
って測定した（第１表）。その製造は、それぞれＥＯＳ ＧｍｂＨ社製のレーザ焼結装置
ＥＯＳＩＮＴ Ｐ３８０で行った。層厚は０．１５ｍｍであった。密度は、簡素化された
内部法により測定した。そのために、ＩＳＯ３１６７による製造された引張棒（多目的試
験片）を測定し、そこから容積を計算し、引張棒の質量を測定し、その容積と質量から密
度を計算する。収縮は、成形体の呼び寸法と実際寸法との間の差によって測定した。加工
温度についての帯域は、低いほうの可能な作製温度については、まさに既に溶融された領
域の歪みが確認できなかった作製室中の温度を引き合いに出すことで測定され、その加工
温度の上限については、まだ粉末表面上にちょうど皮膜形成が確認できなかった温度であ
る。例として、この検査を、ＥＯＳ ＧｍｂＨ社製のレーザ焼結装置ＥＯＳＩＮＴ Ｐ３８
０中で実施した。該粉末を、流動助剤を使用せずに、また０．１％のアエロジル２００を
添加して、レーザ焼結装置において加工した。
【００９３】
　第１表：　実施例による成形体での機械的試験の結果
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【表１】

【００９４】
　本発明による材料の加工温度の幅は、本発明によるものでない実施例８よりも明らかに
大きい。より大きい加工温度の幅は、プロセス安全性を高める。加えて、より大きな加工
温度の幅は、いくらか少ない収縮と一緒に、本発明によるものでない比較材料と比較して
、より低い歪み傾向に関する利点をもたらす。その部材の機械的特性は、ラピッドプロト
タイピングでの使用のために非常によく適している。該部材は、良好な白色の固有色を示
す。



(18) JP 5754876 B2 2015.7.29

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  ジルヴィア　モンスハイマー
            ドイツ連邦共和国　ハルテルン　アム　ゼー　タネンベルガー　ヴェーク　４７
(72)発明者  マイク　グレーベ
            ドイツ連邦共和国　ボーフム　バルドゥルシュトラーセ　２４
(72)発明者  シュテファン　アルトケムパー
            ドイツ連邦共和国　ドルステン　アルター　ポストヴェーク　４９
(72)発明者  ジグリット　ヘッセル－ゲルトマン
            ドイツ連邦共和国　ハルテルン　アム　ゼー　ザンクト－イングベルト－シュトラーセ　２ベー
(72)発明者  フランツ－エーリッヒ　バウマン
            ドイツ連邦共和国　デュルメン　ライトアッカー　１７
(72)発明者  クリスティアーネ　ヴァルンケ
            ドイツ連邦共和国　レックリングハウゼン　ノルデルナイシュトラーセ　２４
(72)発明者  ハイケ　シュテマー
            ドイツ連邦共和国　ハルテルン　アム　ゼー　アム　レーマーラガー　３５
(72)発明者  ヨアヒム　ミュゲ
            ドイツ連邦共和国　ハルテルン　アム　ゼー　カントシュトラーセ　１４
(72)発明者  ミハエル　テュルケ
            ドイツ連邦共和国　マール　ベーベルシュトラーセ　１４アー
(72)発明者  ウルリッヒ　ジモン
            ドイツ連邦共和国　ヘルネ　フェルトカンプシュトラーセ　８５

    審査官  平井　裕彰

(56)参考文献  特開平０９－１２４５４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５２３７７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５３４８１８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２９Ｃ６７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

